
播磨臨海地域道路に必要な道路の機能（案）について

（平成３０年度 第１回 兵庫県幹線道路協議会 資料）

兵庫県
姫路河川国道事務所

資料－２

・播磨臨海地域と主要な港湾拠点とのアクセス機能（速達性・定時性）の強化
・東西方向のサービスレベルの向上（渋滞緩和）
・交通規制・通行止めリスクの低減
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播磨臨海地域と主要な港湾拠点とのアクセス機能（速達性・定時性）の強化

4分の1

神戸港のコンテナ貨物車の

は播磨臨海地域以西を発着

神戸港の貨物取扱個数は全国２位であり、神戸港のコンテナ貨物車の４分の１は播磨臨海地域以西を発着。

播磨臨海地域～神戸港・阪神地域間の交通需要が高い一方で、速達性、定時性に優れた自動車専用道路ネットワークは、国
道２号バイパス１路線のみ。

臨海地域の自動車専用道路ネットワークが
１路線のみ

⇒ 播磨臨海地域にも阪神臨海部と同等の産業交通に耐えうる速達性、定時性に優れた自動車専用道路ラダーネットワークが必要

※平成18年度陸上貨物統計を播磨臨海地域道路網協議会がとりまとめ（平成21年3月）

輸出・輸入

神戸市内
21％

山陽地方
10％

播磨臨海地域
15％

大阪府
18％

他兵庫県 9％

阪神地域 7％

他近畿地方 6％

北陸地方 3％

その他 8％

不明 3％

【播磨臨海地域】
姫路市、加古川市、明石市
高砂市、稲美町、播磨町、太子町

※港湾統計(国土交通省)より

※主要港とは、貨物取扱個数の全国上位５箇所を選定したもの

第2位

全国第2位!!神戸港の貨物取扱個数は



【参考】播磨臨海地域の特徴

播磨臨海地域は近畿の産業圏・経済圏の西端に位置し、設備投資規模が近畿圏の約２０％と大きく、近畿における一大産業
地域。

大阪湾周辺には大規模港湾が連たんしており、港湾と産業地域は自動車専用道路のラダーネットワークにより連結。
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播磨臨海地域

【設備投資規模】
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【参考】臨海部の産業立地状況・大型車の交通状況
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【南北アクセス道路の大型車交通量】

出典:平成27年度 道路交通量調査
※平日24時間 大型車交通量 兵庫県全域平均値（DID（商業地域除く）地方道計）

⑦中島姫路停車場線
3,988(台/日)

⑥国分寺白浜線
3,688(台/日)

⑤高砂北条線
1,927(台/日)

④高砂加古川加西線
1,881(台/日)

③加古川高砂線
2,636(台/日)

②八幡別府線
1,128 (台/日)

①二見港土山線
5,660(台/日)
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臨海部の工業地域に大規模企業が多数立地していることから、南北アクセス道路の大型車交通量は多い。

現状、速達性に優れる自動車専用道路（国道２号バイパス）は、臨海部工業地域の２～５km北に位置しており、大型貨物車は
南北アクセス道路を介した移動を余儀なくされている。

1km 5km0

写真：(県)中島姫路停車場線（市川R付近）
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【幹線道路の断面交通量 】

※1 交通量は、平成27年度 道路交通量調査 ※2 交通容量は、道路構造令における設計基準交通量を採用 国道2号BP ： 第1種第3級（11,000台/車線） 国道2号・国道250号： 第4種第1級 2車線区間 （9,600台/2車線） 、多車線区間 （7,200台/車線）

※旅行速度はH24.4～H25.3の民間プローブ
（平日、7時～19時）データ

断面① 断面②

断面③

4

姫路港

東西幹線道路の断面としての交通容量は約30,000～65,000台/日不足していることから、国道２号バイパスは自動車専用道路で
ありながら大部分の速度は40km/h未満、国道250号の速度は概ね30km/h未満と混雑。

臨海部の工業地域から唯一の自動車専用道路である国道２号バイパスに交通が集中し、南北アクセス道路も速度が概ね
20km/h未満と混雑。

⇒ 東西方向の幹線道路ネットワークの交通バランスを考慮しながら、適切な機能分担を図りつつ、

交通容量を拡大するための多車線道路が必要

1km 5km0

53,600台/日

114,000台/日

96,800台/日

交通容量

4車線道路に相当する
断面交通量が不足

写真：国道２号BP（市川付近）
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交通規制・通行止めリスクの低減

国道２号バイパスは、今後10年で、建設後50年以上を迎える橋梁が197橋。今後、さらに老朽化が進み老朽化対策や耐震補
強等が必要となる橋梁、区間が増加。

これまでも、国道２号バイパスで交通事故による通行止めが発生すると周辺地域は面的に麻痺状態になり、将来の大規模補
修に伴う交通規制・通行止め時にも同様の道路混雑の発生が懸念。

30～40年： 0橋
40年以上 ：81橋

30～40年： 18橋
40年以上 ：116橋

加古川バイパス
昭和45年供用開始

姫路バイパス
昭和48年供用開始

太子竜野BP
昭和60年供用開始

30～40年：29橋
40年以上 ： 0橋

出典：近畿地方整備局橋梁の長寿命化修繕計画リスト
（平成30年5月時点公表資料）

国道２号ＢＰランプ間別の老朽化橋梁数

大部分の橋梁において、今後10年で建設後50年以上を迎える

【参考】交通事故発生時の2号BP周辺状況

民間プローブデータ：平成28年11月14日～18日・16時台

民間プローブデータ：平成28年11月24日・16時台

⇒ 交通規制・通行止めリスクの低減に資するネットワーク代替性の強化が必要

（平常時）

（交通事故発生時）

迂回しようとする車両のため、面的に渋滞が発生

国道２号加古川バイパス下り（姫路行き）
10:40～17:15事故通行止め
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地域からの意見・要望 【地方公共団体等 各種団体からの要望】

平成30年5月19日 播磨臨海地域道路整備促進大会 要望書「播磨臨海地域道路の早期実現を！」
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地域からの意見・要望 【地方公共団体等 各種団体からの要望】

■姫路市 • 交通渋滞の緩和、国際物流や国際観光に対応できる広域的で高い規格の交通網、加え
て災害に強い交通網として播磨臨海地域道路の早期整備を期待する。

• ルート帯の選定にあたっては、早期整備の観点から、姫路市が管理する浜手緑地の活
用も検討に入れていただきたい。

■高砂市 • 本市においては、加古川・播磨・稲美の２市２町の広域行政として、平成34年に広域
ごみ処理施設の稼働を目指しており、今後、交通の集中が懸念されるため、播磨臨海
地域道路は、高い規格での整備とともに、一日も早い整備を期待する。

• なお、ルート帯選定にあたっては、PCB盛立地について、地元の関心も高いため、特段
のご配慮をお願いしたい。

■加古川市 • 国道２号バイパスはS45に暫定供用し、今後老朽化等による大規模な補修等を行ってい
くうえにおいても、複数のネットワークの確保が必要であり、高い規格での播磨臨海
地域道路の早期整備を期待する。

• なお、ルート帯選定にあたっては、現状で一体的に土地利用がなされている区域（既
存住宅区域、工業団地等）に対し、分断による影響が最小限となるように配慮をお願
いしたい。

■播磨町 • 地域経済の活性化のためにも、播磨臨海地域道路の高い規格での早期整備を期待する。
• なお、ルート帯設定にあたっては、「住宅地分断がないルート設定」「都市計画道路
や既存道路へのアクセスを考慮したルート・インターチェンジの設定」「国道250号や
既存道路の渋滞緩和を考慮したルート・インターチェンジの設定」をお願いしたい。

■明石市 • 播磨臨海地域道路は、渋滞解消による生活道路の安全性の向上のみならず、企業活動
の活性化につながるものであり、高い規格かつ渋滞解消に効果的なルート帯設定での
早期整備を期待する。
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播磨臨海地域道路に必要な道路の機能（まとめ）

○アクセス機能（速達性・定時性）の強化
・ 播磨臨海地域にも阪神臨海部と同等の産業交通に耐えうる速達性、定時性

に優れた自動車専用道路ラダーネットワークが必要

○サービスレベルの向上（渋滞緩和）
・ 東西方向の幹線道路ネットワークの交通バランスを考慮しながら、適切な機

能分担を図りつつ、交通容量を拡大するための多車線道路が必要

○交通規制・通行止めリスクの低減
・交通規制・通行止めリスクの低減に資するネットワーク代替性の強化が必要

今後、近畿地方小委員会において審議した上で、概略
ルート・構造を検討する際の前提条件として設定


